ジコ ニンシキ エノ ドウテイ ウィリアム ディーン ハウエルズ ノ コクサイ ショウセツ by 武田 千枝子 & Takeda Chieko
自己認識への道程　　ウィリアム・
ディーン・ハウエルズの国際小説
武田　千枝子
　William　Dean　Howellsの国際小説（the　Intemational　Novel）は1870年
代半ばからおよそ10年のあいだに集中して書かれている。それらはA
Foregone　Conclusion（1875）に始まり，The　Lady　of　the、Aroostoole（1879），
そして“AFearful　Responsibility”（1881）と続き，　lndian　Summer
（1886）に終る諸作品である。国際小説の書き手としてのハウエルズは，
同時代のHenry　JamesおよびEdith　Whartonと共に国際小説を「開花期」
に導いたとされている。（1）またTony　Tannerは，ハウエルズが
“pioneering　and　important‘internationa1’novels　of　his　own”を生み出
したことは「忘れてはならない重要な点である」と述べている♂2）「独自
の」と述べている点はタナーがハウエルズの国際小説を評価していたこ
とを示す評言として注目に値する。しかし，1880年代になってジャー
ナリストとしての活動を抑え，本格的な創作活動に入ったハウエルズの
経済小説（the　Economic　Novel）およびユートピア小説（the　Utopian
Novel）がよく知られているのに反して，初期の国際小説は取り上げら
れることが少ない。とりわけ，これらの作品がまとめて論じられること
は稀である。
　ハウエルズが国際小説を書き始めた背景には，1861年から4年間にわ
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たるヴェニス駐在のアメリカ領事としてのイタリア滞在の経験がある。
彼はこの土地で当時の社会現象としてのアメリカ娘のヨーロッパ旅行の
実態に触れることができたのは勿論のこと，その後の作品の素材となる
ものを多く得ることができた♂3）その上，コントラストを基盤とする国
際小説は，アメリカ人として，またアメリカの作家として，当時のハウ
エルズ自身が逃れることのできなかった心の揺れを描出するのにふさわ
しいものであった。詩人か散文作家か，ロマンティシストかリアリスト
か，の選択の岐路に立たされ，また，イタリアに魅せられながらも異国
に住むことの空しさを覚えたために祖国を離れることに否定的な姿勢ω
をとり，アメリカに対する率直な信頼を強めていったハウエルズ　　彼
のこの心の揺れは，国際小説に着手する以前の，アメリカ国内のスケッ
チにおける素材の選定と描写法にも認められるものである（5）が，これを
フィクションの形で描き出したのが彼の国際小説である，と言ってよい
であろう。
　ハウエルズの4つの国際小説は，アメリカ娘を軸に物語が展開する。
特に最初の二作（A　Foregone　ConclusionとThe　Lady　of　the．Aroostook）は，
若くて美しい，ヘンリー・ジェイムズも高く評価する典型的なアメリカ
娘であるヒロインによって記憶される作品である。しかし，ここで特に
注目したいのは，これら4つの作品に共通している，複合視点㈲を有す
る男性人物の存在である。2つの互いに対立する価値基準をもつこの人
物は「作品の視点として機能する観察者」である。しかし，進行中のド
ラマと利害関係をもたないことは稀なので，「二つの立場が競合する複
合体」である「この視点の判断は，事態を解明するどころかむしろ，彼
自身にとって事態は混迷」の度を極めることになる。したがって，所謂
劇的事件のほとんど起こらないこれらの作品においては，彼の精神的デ
ィレンマが作品に劇的緊張をもたらし，その結果，この視点的人物こそ
中心人物であるとすら言える場合があるのである。
　“A　Fearful　Responsibility”までの3つの作品における視点的人物は，
事態の解明に失敗した例である。程度の差はあるものの，いわば真実を
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掴み損ねた男と言ってよい。その5年後に発表されたlndian　Summerに
おける視点的人物Theodore　Colvilleは中心人物でもある。彼は前任者た
ちとは異なって，最後に真実を掴むことになる。己れを知り，己れの居
場所を把握する　　己れの世界を発見するにいたるのである。先に述べ
たように，ハウエルズの国際小説が当時の彼の心の揺れを描いているの
であれば，Indian　Summerにおいて心の揺れを沈静化し得たということ
になるのだろうか。事実，この作品とほぼ時を同じくして，彼は世評に
高い，南北戦争後のアメリカ社会を描く作品を発表し始めるのである。
この小論では，国際小説に込められたハウエルズの意図を探っていく。
　　　　　　　　　　　　　　　1
　国際テーマを扱うハウエルズの一群の作品における意図を探るために
は，複合視点として機能する観察者（あるいは中心人物）に焦点を合わ
せることが必要である。この人物には作者自身の姿が投影されている。
　A　Foregone　Conclusionの複合視点Henry　Fenisはヴェニス駐在のアメ
リカ領事である。アメリカを離れて病弱の身を養っているMrs．　Vervain
とその娘Floridaの相談相手である彼は，フロリダのイタリア語の教師
として僧侶Don　Ippolitoを紹介する。この僧は南北戦争で威力を発揮す
るはずの銃を発明し，それを携えてアメリカへ行きたいと希望している
夢想家である。フェリスにはこの僧侶がアメリカでは類のないピクチュ
アレスクな存在でありながら，どことなく「胡散臭く」（dubious）（7）見
える。フロリダをひそかに愛しているフェリスは，僧侶自身から彼女を
愛していると告げられる（第14章）に至って傍観者ではいられなくな
る。「胡散臭い」僧侶を紹介した責任者として，また僧侶のライバルと
して当事者となり，極めて困難な立場に立たされた彼はディレンマに陥
る。この時点で物語はヘンリー・ジェイムズ流に言えば，フェリスの
「意識のドラマ」となるのである♂8）
　フェリスは領事であり，また画家でもある。実務の世界と芸術の世界
の混合体である彼は，いずれの世界にも徹し切れずにいる。彼自身は，
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本業は画家であると思っている。作中で彼が“the　Painter”と指示され
ることが多いのはそのためであろう。彼の最大の関心事は，僧侶の本質
を見極めることである。そしてそれは彼が僧侶の肖像画を描くという行
為として示されている。フェリスによる僧侶についての真実探求のこの
物語において，彼の描く僧侶の肖像画は，作品を統一する核として重要
である。混合体としてのフェリスはそれだけにとどまらない。画家とし
ての彼の姿勢もまた曖昧である。彼はリアリストであると同時に，それ
と同じ強さをもって彼を支配しているロマンティックな方法への傾斜を
避けることができないのである。彼はモデルである僧侶を前にして最初
の段階から，彼の表情に見られる「悲劇的な無垢」（tragic　innocence）
（49）に惹かれそうになる。これは，「オーストリアの支配下にあるヴェ
ニスの人々には抑圧された表情が見える」（75－76）ものだ，という先
入観，つまり本質とは関係のない，センティメンタルなヴェールを通し
て対象を眺めていることを示すものである。これに対してフロリダの先
入観に捕われない目は，僧侶を「この世で最も純真で飾り気のない表情
の持主で，異教徒でも殉教者でも反逆者でもない」と見るのだが，フェ
リスはこれを未熟だとして斥けてしまう（76）。僧侶は「見たところ，
ひたむきで純真」（82）なのだが，フェリスは彼の中に「二心が潜んで
いる」（82）と想像してしまう。そのために彼は僧侶の肖像画に決定的
な性格を與えることができない。彼は，明確に視覚化され，形象化され
たものは，その本質とはかけ離れたものであって，固定化されていない
ものこそ，そのものの本質だと考えている（89）。彼のく外観〉に対す
る不信，ありのままに事物を見ることができない姿勢，それはまさしく
彼のリアリズムの限界を示している。彼にとって僧ドン・イッポリート
は始めから終りまで謎である。
　僧侶を理解できないフェリスの失敗は，フロリダに対しても繰り返さ
れる。帰国の日も近いフロリダが僧侶にアメリカ行きを熱心に勧め，結
果的に彼の愛の告白を受ける羽目に陥る場面（第15章）をフェリスは
木立の陰から眺めていた。僧侶の愛を拒んだフロリダは「彼に対する悲
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しみと憐れみと絶望の波」に襲われて彼を抱きしめる（215）。フェリス
は，愛情を感じてもいない男に対する彼女の振舞いを見て，「不実で無
慈悲な」娘（257）と判断してしまう。のちに事の真相（彼女が愛して
いるのはフェリスであること）を僧侶から聞かされるに及んで苦い思い
に襲われる。フェリスがフロリダの愛を見抜くことができなかったこと
は，僧侶の純粋・無垢の前に彼の複合的性格と経験が敗れ去ったことを
意味する痛烈な皮肉となっている。
　フェリスの失敗はさらに続く。フロリダへの愛が報われずに終った僧
の死後，最終章（第18章）の舞台はアメリカへ移る♂9）領事職を離れた
フェリスはフロリダを追って帰国するが彼女と再会できぬまま過ごす
うちに，ニューヨークの画廊に展示した僧侶の肖像画の前で，今は母を
失ったフロリダと再会し結婚する。あたかも3人の人物による真実探求
　　　　　　ロ　ン　ドを主題とする輪舞曲（1°｝のようなこの作品は，僧侶の肖像画を挟んで再
会したフェリスとフロリダの結婚によって人物の相互関係が1つの輪と
して完結することになる。したがって終章は，作品の形式の面から見て，
註（9）に挙げたジェイムズの指摘にもかかわらず，17章までの部分と有
機的関連性を欠くものではない。さらにこの部分で，以下に述べるよう
に，フェリスの失敗を決定的なものにする事柄が明らかにされることに
より，作者も述べているように「作品の影が濃くなって」，ωテーマの
上でもより説得力を増す結果となっている。
　フェリスは，僧侶の場合は自らの想像力が創り出した真実を唯一の真
実として生きてきた者の悲劇である，と結論づけてみるが満足できない。
彼にとって僧侶は依然として“apuzzle”（264）である。そして語り手
は次のように物語を締めくくる。
　Thus　lapsing　more　and　more　into　a　mere　problem　as　the　years
have　passed，　Don　Ippolito　has　at　last　ceased　to　be　even　the
memory　of　a　man　with　a　passionate　love　and　a　mortal　sorrow．
Perhaps　this　final　effect　in　the　mind　of　him　who　has　realized　the
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happiness　of　which　the　poor　priest　vainly　dreamed　is　not　the　least
tragic　phase　of　the　tragedy　of　Don　Ippolito．（264－265）
僧侶の悲劇の意味を噛みしめることをしないのは言うまでもなく，その
存在を思い出すこともしなくなってしまうフェリスは，この種の失敗を
繰り返し続けるであろう。語り手はその愚かさが僧侶の悲劇を一層悲劇
的なものにする，と苦い思いを強くしている。フェリスとフロリダの結
婚は，作者自身のアメリカ優先の姿勢から見ると同国人同士の結婚とし
て自然な結末のようにも思えるが，結婚しても変らないフロリダの激し
い性格に悩むフェリス，そして依然として平行線を描く僧侶に対する2
人の見方は，Their　PVedding　loumey（1872）のMarch夫妻に既に見られ
る結婚生活に忍び寄るかげりを暗示している。この点はフェリスの選択
が必ずしも妥当なものではなかったことを示唆すると同時に，危うさ・
脆さを秘めた人間関係という人生の暗い渕に対する作者の意識を浮き彫
りにする。フェリスの問題は何一つ解決していないのである。それはす
べて「読者の判断に委ね」られている♂’2）
　　　　　　　　　　　　　　　II
　1865年にイタリアから帰国した後も，ハウエルズは彼の地に対する
憧れを抱き続け，イタリアのピクチュアレスクな素材の魅力にとり慧か
れていた。しかしその一方で，アメリカの平凡な現実の中に真実を見出
そうと努めてきた彼は，1878年6月2日付のMark　Twainに宛てた書簡
の中で“ln　fact，　1　find　that　1　have　outlived　all　longing　for　Europe”（13）と書
き記している。この時彼はThe　Undiscovered　CountryとAWoman　’s
Reasonの執筆を中断してThe　Lady　of　the、Aroostooleに取り組んでいた。
これらのことから，The　Lady　of　the、Aroostookの執筆に専念したのは，イ
タリアとアメリカの間で揺れる気持に区切りをつける意味があったので
はないか，と考えられる。
　7］te　Lady　of　the．Aroostookはタイトルのアメリカ娘Lydia　Bloodを中心
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とする作品である。声楽の勉強のためにヴェニスへ向うこのヒロインを
見守る観察者の役割を與えられているのは，彼女と同じ船アルーストゥ
ク号に乗り合わせるボストン出身の2人の青年Mr．　DunhamとMr．
Stanifordである。ダナムが因襲的なものの見方の持主で婚約者の女性
も上流社会出身であるのに対して，スタニフォードはヨーロッパ旅行の
経験もある因襲に捕われない自由な考えの持主である。アマチュアの芸
術家として明らかにフェリスの流れを汲む彼は，それまでは人生のアマ
チュアでもあったが，将来は自分で生計を立てるつもりで仕事を探して
いる。彼はAChance、AcquaintanceのArburtonの冷たさとは異なる，辛
棘なものの見方の背後に潜む暖かい人の善さを持ち合わせている。
　スタニフォードはリディアの美点を正確に掴み取る。彼女はマサチュ
セッツ州の山村サウス・ブラッドフィールド育ちらしく，「ニューイン
グランドの路辺に息づく野生のバラの蕾」（14）に讐えられる。彼女の「春
の水のような」「瑞々しい健全な心」（90）や「誠実さ」（16）という特
質は，静かだが荒涼たる，そして寡黙な人びとの住む山村が育てたもの
である。彼女の美点はアルーストゥク号という隔離された世界に置かれ
て拡大・強化されて訴えてくる。彼女がこの貨物船でただ1人の女客で
あるという情況は，当時の習慣からは由々しきことであるが，彼女の性
格を浮き彫りにするためには特に効果的である。彼女が山村育ちである
ための，書物に対する興味の欠如や洗練された会話技術の不足という欠
点は，比較の対象が不在であるために，さほど強く意識されないのであ
る。船からヴェニスへ場面が移ると，道徳的に堕落した人びとの世界の
中で彼女は一層光を放つ。
　スタニフォードはリディアとヴェニスで結婚し，帰国後はカリフォル
ニアで牧場経営に携わる。彼のこの選択は予測されていたことである。
彼は船上で，この旅に出て来たことを後悔していないかと尋ねるダナム
に答えて次のように言う。
“．．．Ithink　a　bit　of　Europe　will　be　a　very　good　thing　for　the
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present，　or　as　long　as　I’m　in　this　irresolute　mood．　If　I　understand　it，
Europe　ls　the　place　for　American　irresolution．　When　rve　made　up
my　mind，　rll　come　home　again．．．．”（64－65）
「アメリカを選ぶかヨーロッパを選ぶか決断のつかないアメリカ人が一
時的に滞在する土地がヨーロッパ」である，とし，アメリカの西部が最
終的選択の地となるという見通しが語られる。スタニフォードとリディ
アの結婚後，彼が結局カリフォルニアを落ち着き先として選んだことに
対してダナム夫人は，リディアが野卑な田舎娘だからそれは最も賢明な
選択である（320），とボストンの高慢な視点から皮肉たっぷりに述べる。
こうしたことを考え併せると，この作品はヨーロッパとアメリカの問題
をアメリカの東と西の問題に置き換えて描いたと言うことができる。ハ
ウエルズの西部志向は，1862年4月26日付の妹Victoria宛てのヴェニス
からの書簡の中の言葉一「帰国したらオレゴンへ行こう。ヨーロッパ文
明の影響からなるべく遠く離れた所で暮らしたい」（15）に見られる。先に
引いたマーク・トウェインに書き送った言葉より16年も前のことであ
る。
　帰国後スタニフォード失妻はマサチュセッッの村を訪れる。スタニフ
ォードは厳冬の荒涼たる風景に失望し，リディアの美点を凍らせるよう
な土地から彼女を連れ出すことができたことを喜ぶ。リディアの祖父を
はじめとする家族が，スタニフォードからさしたる印象を受けないのは
この土地の人びとの凍りついた精神のためである。スタニフォードのア
メリカ（の西部）選択の裏付けとなるもう1つの場合として，ヴェニス
に住んでいたリディアのおば夫妻の帰米がある。おばは長期にわたるヨ
ーロッパ生活にも拘わらず，アメリカ人気質を多分に残しており，英国
人の夫はアメリカの国民性と言語に強い関心を寄せている。サンフラン
シスコに落ち着いた夫妻は「この上ない休息と快適な気分」（319）を味
わっている。
　一見あまりにも明快なこの結末が示すように，ハウエルズの西部志向，
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即ちアメリカへの傾倒は疑問の余地のないものになったと考えるべきで
あろうか。ここで注目すべき点は，スタニフォードとリディアの結婚が
周囲の人々にとって，いつまでも納得できない「謎」（320）であった，
という語り手の説明である。リディアにとってもスタニフォードにとっ
てもそれが最も望ましい結論であると納得した者がいない，ということ
である。それがリディアを見下しているダナム美人の皮肉であれ，スタ
ニフォードを積極的に評価しないリディアの祖父ら寒村の住民の偏狭な
見方によるものであれ，このことは，2人の結婚と西部住いが必ずしも
最終的かつ最善の選択とは限らない，ということを感じさせるのである。
しかし，スタニフォードの柔軟な姿勢を考えると，逆にダナム夫人やリ
ディアの祖父らの愚かさを瞳っている，との解釈も可能になる。この相
反する二様の解釈の可能性は，作者自身の揺れる心をそれとなく示して
いると考えられる。次に取り上げる作品においても作者の心はアメリカ
とヨーロッパとの問で引き裂かれていることを考慮すると，この作品に
おいて問題が解決したとは考えにくいのである。
　　　　　　　　　　　　　　　III
　“A　FearfU1　Responsibilitジはアメリカ娘のヴェニスにおける恋愛事
件を扱う。この中編は分量の面から前二作には及ばない上に，評価も低
いが，この小論の主題を展開する上では一考に価する作品である。
　歴史学の教授Owen　Elmoreは，南北戦争勃発後，大学が閉鎖された
ため，ヴェニスの歴史を執筆する目的で妻を伴い現地へ赴く。オースト
リアの支配下にあるヴェニスでの生活は，イタリア人の手前，オースト
リアの人々と交際する自由を奪われ，とりわけエルモア夫人には退屈極
りないものになっている。そこへ夫妻の友人の妹であるLily　Mayhewが
アメリカからやって来る。彼女を巡るオーストリアの将校やアメリカの
領事らとの恋愛事件が教授に「重い責任」を負わせることになる。
　エルモアはリリィの保護者として彼女の恋愛の成り行きを見守り，助
言を與え，また積極的に介入する。リリィが直面する情況の変化に応じ
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て揺れる彼の心の動きがドラマの中心となってくる。彼を取り巻く外的
情況，即ちヨーロッパの社会・政治情勢の影響を免れることのできない
外国人居住者であること，（17，また彼に負わされた「重い責任」から生ま
れる道徳的努力という2つの困難な情況が，彼の苦悩をより一層大きな
ものとする。「中立が孤独を意味する」㈹ヴェニスにおいて，彼はリリ
ィに将校との結婚を諦めさせるか，あるいはその実現に力を貸すべきか
思い迷う。彼がリリィの心情を十分斜酌することなく，2人の仲を引き
裂こうとするのは，ヴェニスの社会の厳しい男女交際の掟のためばかり
ではない。彼は国際結婚そのものに否定的なのである。民族・言語・習
慣の相違が相互理解を阻む上に，ヴェニスの現状を考えると彼女は孤立
する虞がある，と述べて将校との交際を思い留まらせようとする教授に
向って，リリィは将校と結婚するつもりはない，と爽やかに言い放つま19）
彼の困惑とディレンマはリリィの一貫した冷静な態度とエルモア美人の
理解ある姿勢に比較すると，深刻過ぎてむしろ喜劇的な印象を與えかね
ないほどである。しかし彼は，リリィを説得するのは「多分，自分自身
を納得させるためなのだ」（83）と語る。この言葉には，アメリカ人と
して異国に暮らすことから生じるさまざまな問題に結論を出さねばなら
ぬ，というハウエルズ自身の焦り，この問題に決着をつけるべき時期が
来ていると感じている彼自身の偽らざる思いが籠められている，と考え
られる。
　エルモア夫人はヴェニスの生活に馴染めず憂うつになっている。南北
戦争の戦況に関心を寄せ，戦前のアメリカは失われてしまったと感じて
いる。一方，夫は過去（歴史）に関心を寄せ，ヨーロッパに順応し，そ
の価値を評価し始めている。この夫婦の対照的なアメリカ観・ヨーロッ
パ観は，ハウエルズ自身の内部における分裂した心境を示すものと解釈
できる。アメリカ娘の在り方を現状のまま肯定する夫人に対して，リリ
ィの保護者として「慎重かつ良心的な男の役割」（162）を演じてきたエ
ルモアの努力が，彼女の自由を奪いかねないほど彼自身がヨーロッパ化
してしまったことの結果だとすれば，ディレンマに苦しみながらのその
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努力が一層喜劇的，かつ空しいものに思えてくるのである。のちに，リ
リィと将校が共に傷つけられたことを知ったエルモァの心の中には「こ
のロマンスの悲劇」（163）だけしか残らない。帰国したリリィは，その
後一段と成長した，と伝えられる。教授は自己を規制することのできる
リリィの生き方を知って一層後悔の念を覚える。そればかりか，出版さ
れた彼のヴェニスの歴史は不評である。それが次第にヨーロッパ化され
た彼が支払うべき代償であるとすれば，作者自身の選択の方向は自つと
明らかである。
　　　　　　　　　　　　　　　IV
　これまでにみてきた3つの作品では，いずれの場合も中心人物の最終
的な決断・選択の結果が必ずしも満足すべきものではなく，彼がその後
も心の迷いを拭い去ることができずにいる。このことは“AFearful
Responsibility”の結末において特に顕著である。（2°）国際テーマを扱うハ
ウエルズの最後の作品と言うべきIndian　Summerは，視点的人物と中心
人物の一致によって結末にいたるまでの彼のディレンマは一層前面に押
し出されているが，最後に示された選択は3人の前任者とは異なる心境
を彼にもたらすのである。
　Indian　Summerは作者のイタリア再訪から生まれた作品である。1881
年12月からのCθ〃’％η誌へのA　Modern　lnstanceの連載を控えたハウエル
ズは，過重な仕事のため神経は疲弊し切っていた。同じ頃，長女
Winnieも健康を害していたので静養のために1882年7月，一家はヨー
ロッパ再訪の旅に出る。イギリス，スイスを経て12月にフローレンス
に到着したハウエルズは，James　Russell　Lowell宛てにフローレンス再
訪の印象を書き送っている。「私は再びここイタリアに来て，なつかし
い温和な空気に包まれております。頭上にひろがる空も昔と変らぬ穏や
かなものです。急に雲行きが怪しくなるようなことのないこの空は，あ
まりにも多くのことを経験してしまったために，何事に対しても穏やか
な気持でいられる人間の気分に似ております。」（21）ここにはフローレン
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ス自体の衰え（成熟）と彼自身の老化が重ね合わされている。初回の滞
在時の愛憎拮抗していた熱狂的な反応とは異なる，静的な，人生の「小
春日和」を連想させる反応である。これは，すでにある程度抑えられた
彼のヨーロッパ志向と，精神的休息を求める中年に達した男の心的状態
の反映のせいであろう。イタリア再訪は，彼にイタリアそのものの老い
（成熟）と，そのために一層強められた若さへの憧憬を意識させる結果
となった。離婚問題を扱ったアメリカで最初の小説といわれる長編A
Modern　Instanceの執筆による極度の緊張と疲労から，老いの進行を自
覚したハウエルズ（22）は，若さの回復の必要を感じていたようである。㈱
　ハウエルズが1883年12月9日付のEdmund　Gosse宛ての書簡の中で
明らかにしているIndiαn　Su〃tmerの構想によれば，この作品は「青春時
代の感情と対照をなす中年の感情」（24》を描こうとするものであり，最初
の案では題名もそれに呼応してSePtember　and　Mayとなるはずであっ
た。また，この作品では中年と青春のコントラストに響き合う二重・三
重のコントラストが用いられている。Thomas　S．　Perry宛ての1883年3
月13日付の書簡に見出される，アメリカを「現在そして未来の国」（25｝
とする見方が示す，ヨーロッパという老いとアメリカという若さのコン
トラスト，ヨーロッパの温暖な気候と急変を特徴とするアメリカの気候，
そして老いと若さの双方が内包する理想主義と現実主義のコントラスト
である。これら一連のコントラストは，コールヴィル自身が抱えている
多岐にわたる，互いに矛盾する問題を表わしており，彼の世界の現実は
混沌とした様相を呈している。
　17年前，24歳の時にフローレンスで失恋を経験したコールヴィルは，
故郷のインディアナでジャーナリストとして成功するが，再び建築家に
なることを夢見てフローレンスにやって来る。かつての面影を失ってし
まったフローレンスからは何の感動も得ることはできないが，ここでか
つての恋人の友人Mrs．　Bowenとその娘Ef丘eに会う。17年前，彼に好意
を寄せていた夫人は未亡人となっている。冬の間，夫人の家に滞在して
いる美しいアメリカ娘Imogene　Grahamと知り合った彼は，次第に彼女
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の若さに惹かれていく。老いを意識すると同時に若さの回復を期待する
彼は，イモジーンとも夫人とも摩擦を起こし，奇妙な立場に立たされ
る。
　この作品のテーマはロマンティシズム（幻想）からの覚醒である。ハ
ウエルズの作品の基本的なパターンであるロマンティシズムとリアリズ
ムの闘いという「一つのテーマの変奏曲」㈱なのである。主要な登場人
物各々が，他の人物と掛り合う過程で覚醒への試練を経験する。イモジ
ーンは，ハーヴァード大学所蔵の作者のノートブックのメモにあるよう
に「青春の愚かな自惚」（27）の典型である。17年前にコールヴィルを裏
切った女性を赦し難いと思う潔癖さ，そしてその償いをすることこそ自
分に與えられた使命と考え，ボウエン夫人の彼に対する愛の可能性すら
予想しない，自分の彼に対する愛そのものの本質を認識してもいない，
この思い上がりと自己犠牲の精神は彼女がコールヴィルと婚約してから
明らかになる2人の間の不一致の前に脆くも崩れ去ってしまう。「平穏
な静寂の世界」㈱である中年の黄金の世界は，絶えざる成長と進歩と激
しさを求めるイモジーンの若さには受け入れ難いものであることがわか
ってくる。彼女の幻想に決定的な打撃を與えるのは，彼らが揃って遠出
をした帰途の馬車の事故（29）であった。真っ先にボウエン母娘に手をさ
しのべるコールヴィルの姿から，彼の愛が自分に注がれていないことを
彼女は悟る。ボウエン夫人もまた，洗練された中年婦人の重みを備えて
いながら幻想に捕われている。彼女はコールヴィルに対する愛をひた隠
しにしている。彼女のこの一種の自己犠牲，自己欺隔はコールヴィルと
イモジーンを当惑させる。愛を告白するコールヴィルを夫人が赦そうと
しないのは，彼から受けてきた心の痛手がそれを赦すことを阻むからで
あり，自分自身を高みに置こうとするプライドのためである。しかし，
彼女の幻想は娘エフィーによって打ち砕かれ，コールヴィルに彼女の許
に留まってくれるように懇願するのである。その時の彼女の声には「自
分が理想とする姿に及びもつかぬ存在と化してしまった女の自己卑下の
響き」（278）があった。それは崇高な幻想を打ち砕かれた夫人の苦々し
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い自己認識，白日の下にあばき出された現実の己れの姿の直視によるも
のであった。コールヴィルはイモジーンとの交わりを通じて，青春回復
の夢を追うことの愚かさ・滑稽さに気づき，自分に最もふさわしい場と
してボウエン夫人との結婚を決意し，心の平静を得る。このように3人
がそれぞれ自分自身に対する誤まった認識からロマンティックな過ちを
重ねた末に，分不相応なセンティメンタルな願望の愚かさに気づかされ
るのである。
　コールヴィルの自己認識を補助する人物としてWaters師とエフィー
が配されている。70歳になるウォーターズ師はヨーロッパ在住のアメ
リカ人牧師で，老いの国ヨーロッパですでに自己の世代の中に己れの場
所を見出している。公平な見解の持主である彼は，中年の意義をコール
ヴィルに向って説く。「40歳で人間ははっきりとものが見え，意識して
ものを感じることができる。（中略）40歳は人生の美しい時期なのだ。」
（128）Cadyがウォーターズ師と共に“reflector”〔3°）と呼ぶエフィーは，
彼女の清純さの鏡がコールヴィルの姿を映し出すのに役立っている。
　ボウエン夫人とフローレンスで結婚式を挙げたコールヴィルは，彼ら
の過去に興味を抱いて詮索する者のいないローマで暮らしている。イモ
ジーンは帰国し，コールヴィル夫妻も知る青年との結婚の可能性が伝え
られてくる。コールヴィルが過去との掛り合いのない土地を選んだこと
は，これまでの生活との完全な決別を意味している。前三作と比較して，
いささかの曇りもないこの結末はどのようにして導き出されたものなの
か。作者が接した穏やかなフローレンスの空気が休養を必要としていた
当時の彼をなごませたことは明らかであるが，作品の形式から見てもこ
の結末は必然的である。コールヴィルの幻想からの覚醒の過程は四季の
変化に呼応している。作品の冒頭は冬・1月のフローレンスである。雨
を呼びそうな灰色の雲の下で彼は喪失感・敗北感に打ちのめされてい
る。フローレンスの冬は自然の力も勢いを殺がれているようである。2
月，カーニバルの季節に彼はボウエン夫人の意にかなわない行動をとっ
て低調な時が続く。第二の段階は春のBoboli庭園である。かつて恋を
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失った同じ場所で彼はイモジーンから手をさしのべられて立ち直りのき
っかけと若さの回復の可能性を意識し始めるが，事態は急転回して6月
の初めにコールヴィルはボウエン夫人と教会で式を挙げる。この季節に
ふさわしい神聖な結婚である。このこと自体がコールヴィルの選択が不
動のものであることを暗に示している。秋に夫妻はローマへ移る。ロー
マでの平穏な生活は，まさに人生の小春日和と言えるものである。四季
の推移と平行した人事の進展は時の流れそのものを肯定するものとして
コールヴィルの覚醒に貢献する。
　ハウエルズは十数年後の書簡の中でこの作品を“shapely”（31）と述べ
ている。すでに検討したA　Foregone　Conclusionの例もあるように，ハウ
エルズが形式に配慮しない作家であると考えるのは妥当ではない。たと
えlndian　Summerにおける形式面の処理が一連の新味のないコントラス
トの使用や常套的な四季の推移の含意に依存するものであれ，作者にと
って微妙かつ困難な選択の問題に最も納得のいく形で答えを出すために
は，混沌とした，矛盾する要素を処理するものとしてむしろ無理のない
単純な方法がより効果的であったと言える。この作品が「均衡のとれた」
形に仕上がったことは，これまでの3つの国際小説が扱った作者自身の
抱える問題が漸く彼にとって最も納得のいく形で結論に導かれたことを
示している。
　ハウエルズはこれ以後，国際小説を書くことはなかった。このことに
関連して1885年11月22日付けのThomas　R，　Lounsburyに宛てた書簡の
中で彼は次のように述べている。「実を言いますと，私はこの作品
（lndian　Summer）がほんとに好きなのです。　A　Foregone　Conclusion以後
のどの作品よりも楽しんで書きました。しかし我が国の読者はもはや外
国に舞台をとった作品を求めてはいないのです。私が再び外国を舞台に
した小説を敢て書くことはないでしょう。」（32）彼が国際小説を書くこと
を断念したのは読者の好みを察知した出版社側の要請があったからであ
る。そして彼は激しさを増す労使間の摩擦・経済不況といった当時のア
メリカ社会の現実に密着した作品へと方向転換していくことになる。し
一163一
自己認識への道程　一ウィリアム・ディーン・ハウエルズの国際小説（武田）
かし，その最後の段階において彼は到達すべき地点に達することができ
た。彼が述べているように，何よりもこの作品を楽しんで書いたという
ことは，コールヴィルを中心とする物語の展開と彼の選択をハウエルズ
自身が無理なく受容できたことを示している。
　　註
（1）Christof　Wegelin，“The　Rise　of　the［ntemadonal　Nove1，”PML，4，　LXXVIIIσune　1962），305．
（2）　Tony　Tanner，“Introduction，”　in　lndian　Summer（Oxford：Oxford　Univ．　Pr．，1988），p．　Xiii．
（3）1863年のフローレンス旅行では，のちのlndian　Summerの材料となるものを得，1866
　　　年には早くも「イタリア，もしくはヴェニスを舞台とするロマンス」に着手しようと
　　　していた　（LtTe　in　Letters（1928），　ed．　Mildred　Howells（New　York：Russell＆Russell，
　　　1968），1，113．）。
（4）　See　Ltfe　in　Letters，1，58－59，65，85．
（5）‘拙論「William　Dean　Howellsとアメリカの風景一　Venetian　LtfeからSuburban　Sketches
　　　へ」「学習院大学文学部研究年報」第26輯（昭和54年度）15－37頁参照
（6）複合視点については拙論「William　Dean　Howellsに於ける複合視点一A　Foregone
　　　Conclusionの場合」「学習院大学文学部研究年報1第24輯（昭和52年度〉の2－4頁の説
　　　明を参照されたい。
（7）William　Dean　Howells，　A　Foregone　Conclusion（Upper　Saddle　River，　NJ．：Gregg　Pr．，
　　　1970），p．72．以後，本書からの引用は本文中の（）内に頁数を示す。
（8）George　C．　Carrington，　Jr。はA　Foregone　Conclttsionの中心人物はフェリスである，との
　　　見方を示している（The　lmmense　ComPlex　1）rama’The　World　and、Art　Of　the　Howells
　　Novels（Columbus；Ohio　State　Univ．　Pr．，1966），　pp．25－29，）。因みにヘンリー・ジェイム
　　　ズは，ハウエルズのこの作品と同じ年に，Rowland　Malletの「意識のドラマ」とのち
　　　に批評的序文で述べたRodericle　HudSonを発表している。
（9）AForegone　Conclusienの最初の計画では，僧侶の死（第17章）で作品は完結する予定
　　　であった。しかし，この悲劇的結末を好まない当時の読者のために，出版社の意向に
　　　よってさらに一章が書き加えられた事情がある。ヘンリー・ジェイムズは，この作品
　　の書評（“Howells’s　A　Foregone　Conclusion，”1＞’orth．Amen’can　Review，　Jan．1875）の中で，
　　　アメリカを舞台とする章を加えたことは，アメリカの作家の選択として認める，とは
　　　しながらも，17章までのロマンティックな雰囲気と，あまりにも現実的なニューヨー
　　　クの世界はそぐわない，と否定的な見解を述べている（Literaty　Reviews＆　Essays　by
　　Henryノ伽mes，　ed．　Albert　Mordell（New　Haven，　Conn．：College＆Univ．　Pr．，1957）pp．209，
　　214）。
　　書き加えられた最後の章について，作者自身はCharles　Eliot　Norton宛（1874年12月12
　　　日付）の書簡の中で，自らの選択によってなされたことではないが，これによって
　　「作品の影が濃くなり，真実味が増した」と述べ，ノートンが「すべての解釈を読者に
　　委ねた，委ねたいと思った自分の気持を完全に認めてくれた」ことに謝意を表わして
　　いる（L㌍in　Letters，1，198）。ハウエルズはこれによって一歩リアリズムに近づいた，
　　ということであろう。それに対して，イタリアを舞台にしたこの作品にどこまでもロ
　　マンス性を求めたこの時期のジェイムズに関心をそそられる。
（10）フェリスはフロリダが僧侶の愛を受け容れることはないと早くから見抜き（‘aforegone
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　　conclusion’），フロリダは真実の鏡となって僧侶に彼の真の姿を認識させ，僧侶はフロ
　　リダの愛がフェリスに注がれていることを彼に告げる（拙論「William　Dean　Howellsに
　　於ける複合視点一A　Foregone　Conclusionの場合」5頁参照）。
（11）註（9）参照
（12）註（9）参照
（13）　Ltfe　in　Letters，1，256．
（14）William　Dean　Howells，　The　Lady　Ofthe　Aroostook　（Boston；Houghton　Mifflin＆Co．，1886），
　　p．207．以後，本書からの引用は本文中の（）内に頁数を示す。
（15）　L卿in　Letters，　L　59．
（16）　“A　Fearfu1　Responsibility’にはA　Foregone　ConclusionやThe　Lady　Of　the　Aroostookに登場
　　した人物や類似の情況が繰り返し用いられている。オーストリアの将校Captain　von
　　Ehrhardtはリディアにつきまとうイタリアの将校Colonel　Pazzelliにあたり，アメリカ
　　の領事で彫刻家のHoskinsはヘンリー・フェリスの後継者である。これは，　Olov　W，
　　Fryckstedtが述べているように，ハウエルズがイタリア関係の材料を使い尽してしまっ
　　たことにもよるであろう　（ln　Quest　ofAmerica（Cambridge，　Mass，：Harvard　Univ．　Pr．，
　　1958），p．143）。しかし，　Indian　Summerで使用されるものは手つかずにあることを考え
　　ると，ハウエルズがこれらの人物の発展の可能性を認めていたとしても，十分深める
　　ことができずに終った事情もあった，とみることができる（註（20）参照）。
（17）　William　Dean　Howells，レセη8蕗α”五乖（1866）（New　York：AMS　Pr．，1971），p．17．
（18）Ibid．，　p．18．またハウエルズは，イタリアの女性がオーストリアの将校と国際結婚した
　　場合は，彼女が母国に居ながら亡命者と同じ道を歩まざるを得ない，とも記している。
（19）William　Dean　Howells，“A　Fearful　Responsibility，”　A　Fea，juJ　ResPonsibility＆Other　Stories
　　（Westport，　Conn．：Greenwood，1970），pp．82－83．以後，本書からの引用は本文中の（）
　　内に頁数を示す。
（20）この作品が，小説家としての自信を抱き始めたハウエルズが，創作に専念する時間を
　　必要としてη3ε、4だα雇∫01吻励砂の主幹を辞した直後の1881年4月に完成したこと，加
　　えて当時，彼の健康が完全でなかったことを考えると，主題の重さを十分に書き込む
　　ゆとりがなかったのではないかと推測される。
（21）　Life　in　Letters，1，335．
（22）To　Clemens（dated　Jan．20，1882），　Selected　Mark　Twain－Howells　Letters，　ed．　Frederick
　　Anderson，　William　M．　Gibson＆Henry　Nash　Smith（New　York：Atheneum，1968），p．83；to
　　John　Hay（dated　Mar，18，1882），Ltfe　in　Lette，s，1，310．
（23）失われた青春への悔いとその回復の必要は，ハウエルズの意識にその後も強く刻みつ
　　けられていて，60歳を過ぎてパリを訪れた彼は，美しい庭園に招かれて感じるところ
　　あり，若い友人Jonathan　Sturgesに，君の若さを喜び，出来得る限り生きるべきだ，と
　　語る。スタージスからこのことを聞かされたヘンリー・ジェイムズがThe　Amba∬adors
　　の中にこのシーンと言葉を再現したのはよく知られている。
（24）　Selected　Letters　OfIrv・D．　HowetlS，　Vol．3：1882－1891，　ed．　Robert　C．　Leitz　III，　with　Richard
　　H．Ballinger＆Christoph　K　Lohmann（Boston：　Twayne，1980），p．　86．
（25）　fbid．，　p．57．
（26）　To　S．　L．　Clemens（dated　Aug．9，1885），Ltfe　in　Letters，1，　371．
（27）　Quoted　in　Edwin　H．　Cady，　The　ReatiSt　at　War（Syracuse，　N　Y．：Syracuse　Univ．　Pr．，1958），
　　1，227．
（28）William　Dean　Howells，　lndian　Summer（Bloomington：Indiana　Univ．　P＝，1971），　p．235．
　　以後，本書からの引用は本文中の（）内に頁数を示す。
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（29）馬車の事故はプロットの転換点としてハウエルズが用いることがある。ほかにはA
　　Modem　lnstanceに例がある。
（30）　Edwin　H．　Cady，　op．　cit，，p．224．
（31）To　Waitman　Barbe（dated　Mar．17，1900），Selected　Letters　Of　W．　D，　Howelts，　Vel．　4：　1892－
　　1901，　ed．　Thomas　Wonham，　Christoph　K　Lohmann＆David　J，　Nordloh（Boston；Twayne，
　　1981），p，231，
（32）　Seleected　Letters　of　V髭D．　Howells，　Vo　1．　3’1882－1891，　pp．135－136．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英米文学科　教授）
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